
幼児児童生徒の安全確保の徹底につい

て県教育委員会が通知しました

５月28日に神奈川県川崎市で発生した小学

生を含む複数人が刃物で刺されるという事件

を受け、県教育委員会は、市町村教育委員会

及び県立学校（園）長に対し、幼児児童生徒

の安全確保の徹底について通知しました。

このことについては、平成31年４月１日付

け教保第１号及び令和元年５月９日付け教保

第１号の通知においても周知及び指導を依頼

しているところですが、再度、学校や地域の

実情に応じて、登下校時の幼児児童生徒の安

全対策について万全を期すよう通知したもの

です。通知では、「学校における対応」として

下記の項目を記載しています。

・教職員が交替で校外巡視を行うこと。

・できるだけ明るいうちに帰宅できるよう

配慮すること。やむを得ず暗くなってか

ら下校させる場合は、安全面に十分配慮

すること。

・警察や関係機関、保護者や地域住民等と

連携し、不審者情報等を速やかに把握し、

共有すること。

第１回「 深めよう 絆 にいがた県民

会議」総会を開催しました

県教育委員会が取り組んでいる「いじめ見

逃しゼロ県民運動」の推進母体である「深め

よう 絆 にいがた県民会議」の令和元年度第

１回総会が、５月28日に開催されました。現

在56の構成団体から組織され、運動の趣旨に

賛同する企業・団体サポーター等から協賛・

支援をいただいています。

総会では、昨年度の県民運動の事業報告と

今年度の事業計画について協議しました（今

年度の取組の詳細について、「記事２」に掲載

しておりますので、併せて御覧ください）。

総会後半では、上越教育大学准教授の山田

智之氏による講演を行いました。いじめの原

因と背景の一つとして、人の心の中に潜む差

別意識が考えられる。互いに違いを認め合う

ことが大切であり、ピュアな心で「学びを自

信に！協力を喜びに！違いを豊かさに！」と

いう気持ちで生活

することにより、

「つながり、動き、

響き合う社会」が

実現されるという

お話がありました。 【講演の様子】
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第833号
令和元年６月３日発行

編集人、発行人
新潟県教育委員会６月号

教 育ニュースライン 県教育に関する最新ニュースをお知らせします。

＜今月号の記事＞ 対象校種
１：教育ニュースライン Ｐ１ 全種
２：「いじめ見逃しゼロ県民運動」の推進について Ｐ２～３全種
３：「特別の教科 道徳」の授業について Ｐ４ 小中
４：第１回科学の甲子園ジュニア新潟県大会の開催 Ｐ５ 中
５：文化財の新指定について Ｐ６～８全種
６：青少年文化財講座について Ｐ９ 全種
７：コミュニティ・スクールの導入・推進状況について Ｐ10 全種
８：地域の連携・協働を推進する研修会について Ｐ11 全種
９：バリアフリー読書の御案内 Ｐ12 全種
10：インフォメーション Ｐ13～14全種



「深めよう 絆 にいがた県民会議」と県教

育委員会が連携して取り組んでいる県民運動

は、今年度で13年目を迎えました。しかし、

県内では、いじめに関する重大事案が引き続

き発生しており、いじめ対策は喫緊の課題と

なっています。

そこで、いじめ対策全般の再構築の一つと

して、県民運動のあり方を見直し、下記のと

おり運動を推進していく予定です。

＜県民運動の見直しの視点＞

①県民運動の構成団体・協賛企業等と県教

育委員会が協同して企画・運営する運動

を展開する。

②広く県民に運動の趣旨を周知し、県民の

理解と参加を促す。

③児童生徒に直接語り掛けたり、学校のい

じめ対策への支援や助成を行ったりする

ことで、安心感と元気を届ける。

１ 「県民サポーター」の募集＜新規＞

県民運動を支援する「県民サポーター」を、

中・高校生や保護者等を中心に募集します。

「県民サポーター」に登録すると、県民運動

通信が配信され、県民運動の活動予定や活動

後の報告、新潟に所縁のある著名人からのメ

ッセージなど、県民運動に関する様々な情報

を共有できます。「県民サポーター」には県民

運動の活動への参加等、無理のない範囲での

協力をお願いする予定です。

会費はありません。ぜひ、登録をお願いし

ます。

【募集開始】６月予定

【登録方法】ＳＮＳ上にある県民運動の公式

アカウントから登録します。

【募集対象】中・高校生、保護者、教育関係

者等、どなたでも登録できます。

２ 「いじめ見逃しゼロ県民の集い」の開催

「いじめ見逃しゼロ」の気運を一層高める

ため、今年度も開催します。県民が興味・関

心をもち、参加したくなる内容となるよう、「県

民の集い実行委員会」を組織し、県民運動の

協賛団体等から企画・運営

に加わっていただき準備を進めています。

【日時】令和元年９月23日（月）

※秋分の日

【会場】長岡リリックホール

【内容】・教育評論家の尾木直樹氏による

講演

・協賛企業・団体等による講座等

【平成30年度に実施した県民会議の様子】

(2) いじめ見逃しゼロ県民運動 私たちはいじめを見逃しません 第833号 令和元年６月３日

「いじめ見逃しゼロ県民運動」の推進について
生徒指導課
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３ 「いじめ見逃しゼロキャラバン」の実施

サポーターや協賛団体等によるキャラバン

隊が学校やイベント等を訪問し、いじめ見逃

しゼロの啓発活動を行います。

学校訪問は校種を問わず、学校の要望に応

じて、集会への参加、出前授業、休み時間・

放課後等の訪問など、様々な形態で実施しま

す。特に高等学校での積極的な実施をお願い

します。

イベント等への訪問では、スポーツイベン

トや各種研修会などに出向き、県民サポーター

や協賛団体等とともにいじめ見逃しゼロの

啓発を行います。

【平成30年度に実施したキャラバンの様子】

４ 県民講座

学校、市町村等が計画し、保護者や地域住

民等を対象とした「いじめ対策」に関する研

修会や講演会への助成・支援を行います。

【平成30年度に実施した県民講座の様子】

県教育委員会では、学校・家庭・地域が「い

じめ見逃しゼロ」の意識を共有したり、悩み

を抱える児童生徒や保護者を支援するため、

「新潟県いじめ対策ポータル」を開設してい

ます。

掲載している情報を授業や活動等で御活用

ください。

【新潟県いじめ対策ポータル URL】

http://www.ijimetaisaku.pref.niigata.lg.jp

←QRコード

どの子にもどの学校でも起こりうる、それ

がいじめです。６月の「いじめ見逃しゼロ強

調月間」を踏まえて、各学校では県民運動の

趣旨を再確認するとともに、家庭・地域及び

関係機関と連携し、「いじめをしない、見逃さ

ない、許さない」を合い言葉に、いじめの未

然防止、早期発見、迅速かつ適切な対応に向

けた取組をお願いします。
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いよいよ今年度から、中学校でも「特別の

教科 道徳」(以下、「道徳科」）が全面実施と

なりました。平成30年度「小・中学校教育課

程の編成・実施状況等に関する調査」結果(下

表）から、小・中学校で「道徳科」の全面実

施に向けた取組が、計画の作成や研修を中心

に行われていたことが分かりました。

今年度からは、実践を通して明らかになっ

た成果と課題を小・中学校で共有し、地域を

生かした「道徳科」について議論することが

できるようになります。

実施割合(％)

道徳教育に関する 前年度比(±)

調査項目 小 中

全体計画及び別様の作成・ 92.7 90.0

見直し ＋14.2 ＋43.5

指導方法の工夫等の研修 82.0 88.2

－ 1.1 ＋ 6.8

評価についての研修 86.8 76.5

＋19.1 ＋34.6

家庭・地域への説明 68.5 24.1

＋27.3 ＋ 0.8

地域と一緒に活動する場や 70.7 61.2

機会の設定 ＋ 3.8 － 1.0

【平成30年度「小・中学校教育課程の編成・実施状況

等に関する調査より】

他教科に先行して全面実施となった道徳科

の学びを「主体的・対話的で深い学び」の視

点からとらえてみます。

１ 「主体的な学び」の視点から

児童生徒が問題意識をもち、自己を見つめ、

道徳的価値を自分自身との関わりから考える

ことが求められます。

そのためには、各教科で学んだこと、体験

したことと結び付けて道徳的価値について感

じさせたり考えさせたりすることが大切です。

２ 「対話的な学び」の視点から

児童生徒同士の協働、教職員や地域の人と

の対話、先哲の考え方を手掛かりに考えるな

ど、自分と異なる意見と向かい合い議論する

ことを通じて、自分自身の道徳的価値の理解

を深めたり広げたりすることが求められます。

葛藤や衝突が生じる場面について、話合い

などにより異なる意見に接し、多面的・多角

的に考え、議論するなどの工夫を行います。

３ 「深い学び」の視点から

１、２をとおして様々な場面、状況におい

て、道徳的価値を実現するための問題状況を

把握し、適切な行為を主体的に選択し、実践

できるような資質、能力を育てる学習とする

ことが求められます。

県教育委員会では、文部科学省の委託を受

け、「道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援

事業推進協議会」を設置し、小・中・高等学

校等の各研究推進校において実践研究を行っ

ています。実践の様子は授業公開や成果報告

書で紹介しています。

【H30研究推進校 県立柏崎翔洋中等教育学校の様子】

また、道徳教育パワーアップ研究協議会を

開催し、小・中・高等学校等の教職員、市町

村教育委員会の道徳教育担当指導主事に向け

た研修を行っています。道徳教育の改善・充

実に向け、各学校にて、これらの報告書、研

修会等を御活用ください。

「特別の教科 道徳」の授業について

義務教育課
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科学の甲子園ジュニアは、理科、数学など

の分野の競技に協働して取り組むことをとお

して、全国の中学生が科学の楽しさ、面白さ

を知り、科学好きの輪を広げ、未知の分野に

挑戦する探究心や創造性を育成することを目

的としています。全国大会は今年で７回目に

なり、12月６日（金）～８日（日）の３日間

茨城県のつくば市で開催されます。

今年も新潟県予選で勝ち抜いた２チーム（６

名）を全国大会に派遣します。

【昨年度の全国大会の様子】

１ 第１回新潟県大会について

昨年は筆記競技のみの予選でしたが、今年

は、各学校で行う筆記競技を「１次予選」と

し、８チームほどを選出します。そして、１

次予選を通過したチームによる「第１回新潟

県大会」を実施します。

日 時 ９月21日（土）午後１時より

場 所 県立自然科学館

選考方法 ３名で行う実技競技

※ 筆記競技の点数と合わせて上位２チーム

を、全国大会に派遣します。

※ 生徒３名、引率教員１名について、旅費

を支給します。

※ 当日は競技の他、科学講演会を行います。

２ 応募資格・応募方法・応募日程等

(1) 応募資格

県内の中学校に在籍する１、２年生の生徒

及び義務教育学校後期課程に在籍する７、８

年次の生徒、中等教育学校前期課程に在籍す

る１、２年次の生徒。

(2) 応募方法

３人１組のチームを作り、在籍する学校の

先生をとおして、下の連絡先へ７月10日(水)

までに応募用紙を郵送してください。応募用

紙は各学校に送付してあります。

〒950－8570

新潟市中央区新光町４番地１

新潟県教育庁義務教育課 長谷川 晋 宛

(3) 応募日程等

６/10(月) 第二次応募案内等の送付

７/10(水) 第二次応募締切り

７月下旬～ 各学校で予選(筆記競技）を開催

８/30(金) 第１回新潟県代表選考委員会

※ 上位８チームほどを選出します。１次予

選を通過したチームには学校へ連絡します。

９/21(土) 第１回新潟県大会

12/６(金)～第７回全国大会

全国大会では、筆記競技と実技競技に挑戦

します。第５・６回大会では「ザ・キューブ」

という実技競技に取り組みました。

＜縦45 cm×横45 cm×高さ45 cm の空間内に、直径
20 mm、重さ約32 g のステンレス製の「球体」を、で
きるだけゆっくり転がり落とす装置を製作せよ。＞

【製作例１】 【製作例２】

第１回科学の甲子園ジュニア新潟県大会の開催
（兼 第7回科学の甲子園ジュニア全国大会新潟県予選）

義務教育課
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文化財は我が国の長い歴史の中で生まれ、

育まれ、今日の世代に伝えられてきた郷土の

貴重な宝です。

昭和25年に法隆寺での壁画焼 損を契機とし
しょうそん

て、この貴重な文化財を守るために文化財保

護法が制定されました。そこでは文化財の種

別を次のように掲げています。

○有形文化財

・建造物

・美術工芸品：絵画、彫刻、考古資料等

○無形文化財：演劇、音楽、工芸技術等

○民俗文化財

・有形の民俗文化財：衣服、器具等

・無形の民俗文化財：民俗芸能等

○記念物

・遺跡：貝塚、古墳、城跡等

・名勝地：庭園、峡谷、海浜、山岳等

・動物、植物、地質鉱物

○文化的景観：棚田、里山等

○伝統的建造物群：宿場町、城下町等

本号では、新指定文化財を紹介します。

本県では、国の文化財として新たに６件の

指定及び19件の登録が行われました。指定に

ついての概要は次のとおりです。

１ 国指定文化財

（１）旧平澤家住 宅（松 籟閣）
きゆうひらさわ け じゆうたく しようらいかく

（重要文化財建造物）

旧平澤家住宅は、長岡市朝日に所在する酒

造家の住宅で、昭和初期に建築し、同９年（1

934）の応接室部などの増築をもって完成しま

した。住宅は、木造桟 瓦 葺で正面中央に
さんかわらぶき

入母屋造の正玄関をはじめとする様々な形式
いりもやづくり しょう

の屋根を重層させた主体部を構え、向かって

左側に和風意匠の御母堂室部、右側に洋風の
ご も ど う しつ

応接室部を並び建てた、重厚かつ変化に富ん

だ外観です。近代新潟の主要産業である酒造

業の創業家による昭和初期の優れた住宅建築

として高い価値を有しています。

【旧平澤家住宅主屋外観】

（２）松榮家住 宅（重要文化財建造物）
まつばえ け じゆうたく

松榮家住宅は佐渡市北西部の海岸近くに所

在する、近世から日本海を舞台に廻船業を営
かいせん

んでいた豪商の住宅です。主屋のオエとチャ

ノマを軸にして土間と一体になる部分は、広

壮な吹抜けなど、島内の町家建築に共通する

伝統的な形式に従いながら、きわめて雄大で

洗練された空間を生み出しており、近代佐渡

における町家建築の発展形態を示すとともに、

佐渡鉱山で繁栄した相川を代表する豪商の、

規模雄大かつ上質な住宅として、高い価値が

認められます。

（３）伊藤家住 宅 （重要文化財建造物）
い と う け じゆうたく

伊藤家住宅は、糸魚川市鬼舞に所在し、江

戸後期から明治にかけて栄えた県内屈指の廻

船主の住宅です。明治20年（1887）の大火後

に主屋などが再建されますが、敷地内には、

大火を免れた江戸時代末期の土蔵などの附属

建物も多数保存され、明治期までに整えられ

た屋敷構えを良好に伝えています。地方的特

色を備えた、大規模で上質な近代住宅として

高い価値を有しています。

文化財の新指定について

文化行政課



第833号 令和元年６月３日 新潟県は一人一人を伸ばす教育を推進しています (7)

（４）新津油田金津鉱場跡 （史跡）
に い つ ゆ で んかなづこうじょうあと

新津油田金津鉱場跡は、櫓やポンピングパ
やぐら

ワーなどの採油施設のほか、精製施設、管理

施設、住宅施設などの石油関連遺構がシステ

ムとして残っており、日本国内における採油

等の機械化黎明期の姿をよく残し、我が国の

近代におけるエネルギー産業の発展を物語る

遺構として高い価値を有しています。

【新津油田金津鉱場跡】（新潟市提供）

（５）城の山古墳（史跡）
じよう やまこ ふ ん

新潟県北部の沖積地に位置する古墳時代前

期（４世紀前葉）に築造された古墳です。胎

内市教育委員会による発掘調査によって、直

径約40ｍの円墳である可能性が示され、未盗

掘の舟形木棺からは靫や盤龍 鏡などの副葬
ゆぎ ばんりゆうきよう

品が出土しています。豊富な副葬品はこの古

墳の被葬者とヤマト政権との密接な関りを示

し、且つ古墳時代前期の社会や地域の動向を

考える上で、極めて重要な古墳です。

【城の山古墳近景】（胎内市教育委員会提供）

（６）白山公園 （名勝）
はくさんこうえん

開港場新潟にふさわしいように、ヨーロッ

パの様式を取り入れ造営された公園です。明

治６（1873）年の太政官布告で認められた日

本最初の都市公園の一つで、布告前から造営

されたもので、園内には多くの記念碑や顕彰

碑等が建てられています。築山は，ほぼ当初

のかたちで残され、池を主体とした地割もそ

のまま残り貴重です。

【白山公園】（新潟市提供）

県内に所在する文化財のうち、本県にとっ

て特に歴史的価値等の高く、将来にわたって

保護すべきであるものを、「新潟県文化財保護

条例」に基づいて県教育委員会が指定したも

のが新潟県指定文化財です。

平成30年度は新たに３件が指定されました。

その概要は次のとおりです。

１ 有形文化財（彫刻）

木造二十八部衆及び雷神像
もくぞうにじゆうはち ぶ しゆうお よ びらいじんぞう

29躯（補作、残欠各１躯を含む）

（新穂歴史民俗資料館、清水寺所蔵）
せいすい

佐渡市清水寺の本尊である千手観音立像
せんじゅかんのんりゅうぞう

の眷属として、観音堂の左右脇壇に祀られた
けんぞく

像で、平安後期の作とみられます。二十八部

衆像のうち１躯は足と台座のみを遺しますが、

雷神（風神像は欠）を含めて計29躯（多くは

像高約60～70㎝）が現存してます。本像は、

京都蓮華王院本堂の風神・雷神合わせた30躯

（国宝）に先立つ最古の、数少ない一具像の

遺例として、歴史的な意義は極めて大きく、

また、蓮華王院像とは図像の系譜を異にして
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いる像もあることから、平安後期における当

地域の歴史的特性、文化を考える上で貴重で

す。

【木造二十八部衆及び雷神像】

２ 有形文化財（考古資料）

六反田南遺跡出土品 1,202点
ろくたん だ みなみい せ きしゅつどひん

（新潟県埋蔵文化財センター、新潟県所蔵）

糸魚川市の縄文時代中期の大規模集落から

の出土品です。土器は、県内有数の出土量で、

遺存状況は極めて良好です。また、地元産の

蛇紋岩で、磨製石斧が大量に生産されており、

交換・流通を前提とした生産を示す重要な資

料で、北陸地方を代表する縄文時代中期の出

土品です。

【六反田南遺跡出土品】

３ 有形文化財（考古資料）

佐渡国分寺遺跡群出土品 394点
さ ど こくぶん じ い せ きぐんしゅつどひん

（佐渡市埋蔵文化財整理事務所、佐渡

博物館、佐渡市所蔵）

佐渡国分寺跡と、その周辺の国分寺遺跡群、

佐渡国分寺の瓦を焼いた経ヶ峰窯跡から出
きよう みね

土した奈良・平安時代の出土品です。佐渡国

分寺瓦は、越後国側の瓦の生産・流通が不明

な中で、生産から流通、変遷がわかる資料で

あり、文様や製法技術からは他地域の影響が

交差する新潟県域の特徴を示しています。

出土した仏具なども合わせ、新潟県域の古代

の歴史性や仏教を考える上で極めて貴重な資

料です。

【佐渡国分寺遺跡群出土品】

県文化行政課では、夏休み期間中に児童・

生徒及び教職員を対象とした青少年文化財講

座（９頁掲載記事参照）など、フィールドワー

クや体験活動などをとおして指定された文化

財を身近に感じることのできる様々なイベン

トを開催しますのでぜひ御参加ください。

（※文化行政課Webページを御覧ください。）
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文化行政課では、主に中学生・高校生を対

象に、発掘現場の見学・体験、現地における

フィールドワーク等を通じて、文化財への興

味・関心を高め、理解を深める講座を開催し

ています。

この講座では、キャリア教育の視点から、

文化財にかかわる仕事にスポットをあて、そ

の仕事の一端に触れたり、実際に働く方々か

ら話を聞く場を設けることで、今後の文化財

保護・活用を担う人材の育成に寄与すること

を目指します。

教職員にとっても地域の宝である文化財を

より深く知ることができ、授業に取り入れる

ことができるヒントも満載です。

昨年度はテーマ別に３回実施しました。

･第１回「縄文時代の遺跡を掘る」

上野遺跡（村上市）で発掘調査を体験し、

参加者全員が縄文土器を掘り当てることがで

きました。その後、石器製作を体験し、縄文

人の知恵を学びました。

･第２回「邪馬台国からヤマト政権へ－越後平

野では何が起こったか－」

史跡古津八幡山遺跡（新潟市）・城の山古墳

（胎内市）を見学し、弥生時代から古墳時代

の動乱期について学びました。実地・実物で

の解説は好評でした。

･第３回「戦国武将・上杉謙信と出会い、城下

町高田を歩く」

国史跡「春日山城跡」、県史跡「高田城跡」

やリニューアルオープンした上越市立歴史博

物館を見学しました。その後、城下町高田の

雁木の町並みを歩き、上越の歴史に触れまし
がん ぎ

た。

【参加した生徒の感想】

･今まで知らなかった新潟のことを知ることが

できて良かった。

・新潟の良いところ、歴史を知ることができ

て良かった。

・少し難しかったけど深く学べた。

・初めて知ること、体験することが多く、視

野を広げることができた。

・将来、歴史を勉強したいという夢にしっか

り気づいた。

【昨年度の様子 春日山城跡にて】

今年度も中学生・高校生と教職員を対象に

全２回実施します。

･第１回 令和元年８月20日（火）

「中世のお城と近世のお城」

史跡奥山荘城館遺跡と新発田城を巡検し、

中世城館と近世城郭の違いについて学びます。

･第２回 令和元年８月21日（水）

「近世新潟町まち歩き」

新潟港開港150周年を迎えることを機に、か

つての街並みをのこす古町周辺を巡検し、近

世新潟町の歴史を学びます。

学習指導要領の改訂に伴い、文化財の理解

や活用が注目されています。青少年文化財講

座のほかにも、学校への出前講座など児童・

生徒及び教職員に皆さんを対象とした、文化

財を身近に感じることにできるプログラムを

提供していますので、ぜひ御活用ください。

（※文化行政課Webページを御覧ください。）

青少年文化財講座について

文化行政課
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「新潟県教育振興基本計画」の基本方針Ⅰ

「一人一人の個性や能力を伸ばす教育の推進」

に、家庭や地域と連携した魅力と活力ある学

校づくりの推進が掲げられています。学校を

核として地域の教育力を活用した取組を進め

るため、コミュニティ・スクール等を活用し、

学校と地域がパートナーとして連携・協働す

る体制を構築し、地域住民が学習や活動を通

して絆を形成し、コミュニティへの参画や地

域課題の解決を目指すものです。

平成31年４月現在、上越市、妙高市、見附

市、十日町市、聖籠町、湯沢町、田上町、津

南町、刈羽村、関川村がすべての小・中学校

をコミュニティ・スクールに指定しています。

平成29年３月の「地方教育行政の組織及び運

営に関する法律」の改正により、学校運営協

議会の設置が努力義務化され、18市町村205校

園に導入が急拡大しています。

１．校長が作成する学校運営の基本方針を承

認します。

育てたい子ども像や目指す学校像等に関

する学校運営のビジョンを共有します。保

護者や地域住民の意向が反映されることで、

地域が校長とともに学校運営に責任を負っ

ているという自覚と意識が高まります。
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２．学校運営について、教育委員会又は校長

に意見を述べることができます。

子どもたちの教育や学校運営の当事者と

しての意見により、学校だけでは気付くこ

とができなかった魅力や課題を共有するこ

とができます。

３．教職員の任用に関して、教育委員会規則

に定める事項について、教育委員会に意見

を述べることができます。

学校と学校運営協議会が実現しようとす

る教育目標等に適った教職員の配置を求め

るための機能です。分限処分、懲戒処分な

どについては対象とはなりません。

児童生徒や地域の実態に応じて、学校とし

て目指すべき教育の在り方を家庭や地域と共

有し、連携・協働のもとに教育活動を充実さ

せていくことが求められています。共有の在

り方としては、教育目標やその実現に向けた

教育課程の編成方針の共有、保護者や地域住

民から学校の教育活動の成果や課題を聴き取

り、次年度以降の改善の参考にすることなど

が考えられます。その際、学校運営協議会制

度を活用することも考えられます。

平成25年度から「新潟県コミュニティ・ス

クール研修会」が実施され、有識者の講話や

関係者の情報交換等を通じて、制度の理解の

促進と取組の一層の充実を図ってきました。

今年度は、７月18日（木）に新井ふれあい会

館を会場に妙高市教育委員会が主催します。

また、県教育委員会では、地域との連携・

協働において強いリーダーシップが求められ

る管理職を対象に、「地域とともにある学校づ

くり研修会」を７月29日（月）と８月５日（月）、

６日（火）に開催します。

コミュニティ・スクールの導入・推進状況について

生涯学習推進課
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当センターでは、地域と学校の連携・協働

や家庭教育支援等を推進するために、様々な

学習機会の提供や紹介を行っています。学校

職員の皆様には、以下の研修会に御参加いた

だき、教育活動の充実に役立ててください。

地域学校協働活動に係る知識と理解を深め

るとともに、学校・家庭・地域の連携・協働

を推進するために必要となる資質と能力の向

上を図ります。学校教職員も参加対象です。

【県立生涯学習推進センター】

①６月５日 ②７月４日 ③９月11日

【上越地域振興局】

①６月６日 ②６月27日 ③９月10日

地域連携担当教員や地域と連携した教育活

動を実践する教職員として、社会教育や生涯

学習の現状や地域との連携・協働の必要性、

校内での役割を講義と事例から学びます。

●５月13日（県立生涯学習推進センター）

●５月15日（刈羽村「ラピカ」）

コミュニティ・スクールの趣旨や取組等に

ついて、導入市町村の実践紹介や情報交換を

通して学び、取組の一層の充実を図ります。

●７月18日（新井ふれあい会館）

地域とともにある学校づくりのために、地

域連携担当教員を有効に活用する方法や地域

との連携・協働を推進する学校経営について

学び、管理職や行政担当者としてのリーダー

シップとマネジメント力の向上を図ります。

●７月29日（上越地域振興局）

●８月５日（県立生涯学習推進センター）

●８月６日（あいぽーと佐渡）

家庭教育に関する理論や技法について研修

を行い、地域の家庭教育を支援する人材を養

成します。

●５月９日(県立生涯学習推進センター)

身近な地域における家庭教育支援を推進す

るため、家庭教育講座等で講師やサポーター

として指導できる人材を育成します。

【燕市中央公民館】

①６月18日 ②７月11日 ③９月６日

【魚沼市中央公民館】

①６月４日 ②７月16日 ③９月13日

様々な地域課題に対応した地域づくり・人

づくりを進めるために必要な理論や実践を学

びます。

●７月２日（県立生涯学習推進センター）

「人づくり」「地域づくり」「絆づくり」の

中核となる社会教育主事の資格を取得する講

習です。社会教育主事の役割は、生涯学習社

会の構築を目指す上でますます重要となり、

学校現場でも社会教育主事の有資格者が求め

られてきます。

◇期間 令和２年１月20日～２月27日

◇会場 県立生涯学習推進センター

＊ 複数年かけての習得も可能です。必修科

目のうち大学で取得済みの単位があれば、

その受講は免除されます。

地域との連携・協働に関する御相談や情報

提供、研修会講師の紹介も行っています。い

つでもお気軽にお問い合わせください。

県立生涯学習推進センター

℡ 025-284-6110（代表）

http://www.lalanet.gr.jp/

地域との連携・協働を推進する研修会について

県立生涯学習推進センター

ラ・ラ・ネット
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県立図書館では、さまざまな障害により活

字による読書が難しいと感じる子どもたちが、

本の魅力に触れ、新たな発見や情報と出会う

機会を提供するサービスを行っています。

一人一人が自分にあった快適な環境で読書

ができ、読書を通してより豊かな生活を送っ

てもらえることを目指し進めているサービス

や、読書を支援する機器等を御紹介します。

１ 対面朗読サービス

図書館にある本や雑誌、新聞を専門の音訳

協力者が代読するサービスです。御希望の本

などを音訳協力者が読み上げます。利用は無

料ですが、障害者サービス利用の登録と予約

が必要です。

２ サピエサービス

「サピエ」とは、活字による読書が困難な

人に音声データなどで資料を提供するネット

ワークサービスです。音声デイジー図書など

のデータをCD-ROMにダウンロードして貸し出

します。貸し出しは来館のほか、郵送（無料）

でも行います。利用には障害者サービス利用

の登録が必要です。

３ 団体貸出サービス

活字による読書が困難な児童・生徒向けに、

一般図書のほか、サピエサービスを利用した

デイジー図書などの資料を学校経由で一括申

込みいただけます。利用には団体貸出サービ

ス利用の登録が必要です。

（※各サービスの詳細はホームページに掲載

しています。併せて御覧ください。）

閲覧室には、本のページを拡大して画面に

表示する「拡大読書器」や、読み取った文章

を音声で再生する「音声読書器」が備え付け

られています。また「大活字本コーナー」に

は、普通の本より文字が大きく印刷されてい

る本や、大きな文字とともに黒の背景に白抜

き文字を使うことでより読みやすくした白黒

反転本もあります。このほか、読みたい行に

色を付け、１行ごとに集中して読むことがで

きる「リーディングトラッカー」を御用意し

ています。「リーディングトラッカー」は本と

一緒に貸し出しができます。

６月には、公益財団法人伊藤忠記念財団と

共に、さまざまな読書の形を紹介する「読書

バリアフリー研究会」を開催します。活字に

よる読書が困難な子どもたちに読書を楽しん

でもらえる方法を御紹介するほか、読みにく

さの原因を理解し、読書を支援する方法につ

いても学びます。またエントランスギャラリ

ーでは読書を支援する機器の体験会も行いま

すので、是非御参加ください。

【日時】令和元年６月29日（土）

午前10時～午後２時45分

【会場】県立図書館大研修室

【講座内容】

①「これからの公共・学校図書館を考える」

専修大学文学部 教授 野口武悟氏

②「すすめ ＤＡＩＳＹキャラバン隊」

東京都立鹿本学園 教諭 本多桂子氏

③「学習障害って何だろう」

金沢星稜大学人間科学部 教授 河野俊寛氏

【定員】80名（先着順）

【申し込み】県立図書館ホームページ

県立図書館

〒950-8602 新潟市中央区女池南3-1-2

TEL 025-284-6001（代表） FAX 025-284-6832

URL https://www.pref-lib.niigata.niigata.jp/

バリアフリー読書の御案内

県立図書館
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●県立近代美術館 （長岡市）
2019年9月14日(土) 再開館！

《再開館後の主なスケジュール》
【コレクション展】
■第１期 9月14日(土)～12月8日(日)
〔展示室 1･2〕国民文化祭関連展示
新潟の美術 小特集 横山操企画展

〔展示室3〕 近代美術館の名品

図版：クロード・モネ《コロンブの平原、霜》1873年

（「近代美術館の名品」より）

【企画展】
■10月12日(土)～11月24日(日)

PIXARアニメーションを支える科学について学べる
ハンズオン展示です。モデリングやリギング、アニ
メーションといった専門的な知識や技術を、『トイ・
ストーリー』や『ファインディング・ニモ』などPIX
ARアニメーションの人気キャラクターを使って体験
することができます。

「PIXARのひみつ展」はボストンサイエンスミュージアム
がPIXARとの協力により開発したものです。
©2018 Disney/Pixar. All Rights Reserved. Used Under
Authorization.

《教育普及プログラム》
県立近代美術館では学校向けの教育普及プログラ
ムを用意しています。
詳細は当館ホームページでご確認ください。

県立近代美術館
住所 長岡市千秋３丁目278-14
TEL 0258-28-4111
URL https://kinbi.pref.niigata.lg.jp/

●県立万代島美術館（新潟市）
所蔵品展「コレナニ!?びじゅつ
～アートいろいろ 見かたイロイロ～」

当館で収集を行ってきた1945年以降の現代アート
を中心に展示します。「作品の見かたがわからない」
という人、また、「ゲンダイアート」ってなんだか難
しそうと感じる人もいるでしょう。しかし、それぞ
れの作品には決まった見方があるわけではありませ
ん。
この展覧会では、誰もが楽しんで作品を鑑賞でき

るよう、コーナーごとに作品を味わうための問いか
けを設けます。これをきっかけに、自分なりにその
答えをみつけながら気軽に鑑賞を楽しみましょう。
予備知識がなくても大丈夫です。作品を前にいろい
ろお話をすることも大歓迎。家族連れや学校団体な
どにもオススメの展覧会です。

図版：三木富雄《EAR(耳)》1965年

一般財団法人駒形十吉記念美術館蔵
(新潟県立近代美術館寄託)

○会 期 開催中～６月30日(日)
○休 館 日 ６月10日(月)、24日(月)
○開館時間 午前10時～午後６時

(観覧券の販売は午後５時30分まで)
○観 覧 料 一般310円(250円)

高校・大学生150円(120円)
中学生以下無料

※（ ）内は有料20名以上の団体料金です。
※障害者手帳、療育手帳をお持ちの方は観覧料が
免除になります。受付で御提示ください。

【関連イベント】
◆ギャラリートーク「美術でおしゃべり in BANBI」
○日 時 ６月16日(日)、30日(日)

各日午前11時～
○会 場 万代島美術館展示室
○講 師 新潟県立近代美術館学芸員
○その他 申込み不要・要観覧券

県立万代島美術館
住所 新潟市中央区万代島５-１ 朱鷺メッセ内
TEL 025-290-6655 万代島ビル５階
URL https://banbi.pref.niigata.lg.jp/
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●県埋蔵文化財センター（新潟市）
県埋蔵文化財センター講演会

第３回「布掘り柱掘形をもつ掘立柱建物
の特異性」を開催します

【佐渡市蔵王遺跡の布掘り建物】

企画展「佐渡の王－蔵王遺跡－」関連講演会。布掘
り柱掘形をもつ掘立柱建物は新潟県では２棟しか見つ
かっていません。この建物の特殊な基礎構造について
解説するとともに、北陸でいつ出現し、そして蔵王遺
跡まで広まったのかを考えます。

○期 日 ６月23日(日)
○時 間 午後１時50分～午後３時20分
○会 場 県埋蔵文化財センター
○講 師 髙橋 浩二（富山大学人文学部）
○定 員 80名（当日定員になり次第締切）
○参加費 無料
○申 込 不要（手話通訳・要約筆記が必要な方は

１か月前までにご連絡をお願いします）

少年少女考古学教室 第１回「縄文土器
の観察と土器作り体験」を開催します

遺跡から出土した
土器や石器にふれ、
様々な体験活動をと
おして古代の人々の
知恵や生活を学びま
す。今回は、本物の
縄文土器を観察し、
土器の文様や特徴を
学んだ後に、土器作
りを体験します。考
古学者を目指そう！ 【本物の縄文土器を体験しよう】

○期 日 ６月23日(日)
○時 間 午後９時～正午 ○参加費 無料
○会 場 県埋蔵文化財センター
○対 象 小学４年生～中学３年生
○定 員 20名（当日定員になり次第締切）
○申 込 電話・FAX・メールで６月21日(金)まで

にお申し込みください。
県埋蔵文化財センターでは学校向けの教育支援プロ

グラムを用意しています。詳しくは下記ホーム
ページを御覧ください。

新潟県埋蔵文化財センター
住所 新潟市秋葉区金津93番地１
TEL 0250-25-3981 FAX 0250-25-3986
E-mail niigata@maibun.net
URL http://www.maibun.net

まいぶんちゃん

発行所 新潟県教育庁総務課
所在地 〒950-8570

新潟市中央区新光町４番地１
電 話 025-280-5587 ＦＡＸ 025-285-3766
E-mail ngt500010@pref.niigata.lg.jp
Web版URL http://www.pref.niigata.lg.jp/kyoikusomu/
**本紙に関する御意見がありましたら、お寄せください**
＜無断転載を禁ず＞

●文化行政課
第1回新潟県考古学講演会「縄文時代の
食べ物」
近年の発掘調査で、縄文時代の食料に関する新

たな知見が得られています。本講演会では、新潟
県内の文化財担当者が最新の調査成果を報告する
とともに、奈良文化財研究所の専門家から、全国
の遺跡から出土した動物骨の研究成果についてご
講演いただきます。

〇期 日 ６月29日（土）
〇時 間 午前10時～午後３時40分
〇会 場 燕市分水公民館

（燕市分水新町２丁目５-１）
〇定 員 200名
〇申 込 不要（定員になり次第締め切り）
〇参加費 無料
〇内 容 山崎 健氏（奈良文化財研究所）「動物骨

から見た縄文人の食料」ほか

【燕市宝崎遺跡出土の動物骨】

〇お問い合わせ
文化行政課 025－280－5620

※ PDFファイルでご覧の方は、下線部（Web
ページﾞアドレス）をクリックすると、直
接該当Web ページにジャンプしますので
御活用ください。

※県ホームページからバックナンバーも御覧
いただけます。「新潟県 教育月報」で検索
してください。


